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第14回南方熊楠賞
本賞に佐々木高明氏

特別賞は飯倉照平氏 1~2面

「南方邸所蔵品の目録J
今年か511慎次刊行へ

田村義也氏

南方熊楠と熊野の温泉
第 1回・白浜温泉

3~4面

安田忠典氏 5~4面

| 熊楠ゆかりの地を訪ねる21

南海療病院と千代田屋中瀬喜陽氏 10面

大英博物館至宝展 1 1面

昨年の夏L頁た・ったか、東京のコグーイ芸術教育面完用ヒいうヒころから、

わらぺうため本の挿し絵の注文7ゲありました。今年の初めに仕上がりま

したが、この本を、小学校なピに呼ばれマ行った時に子ヒ毛たちに読人

マやりますヒ、な人ヒ、子ピ毛たぢは魔法に7う、7う、ったみたいになるのマす。

サ・1フサ・ワしマいた子也、後ろを|台いマいた子也、必ず決まっマ、全員7う、

その本ヒ言葉に集中するのマ・す。決まっマ、マーす。一度、試しマみマくだ

さい。

「わらべうた」の魅力っマ何だちうヒ思いましたが、おそらく、こヒは

の持つ魔力みたいな也のが、人聞の本能に直接働をかけるのマ・しょう。

不思議マ、 di毛しろい現象マ・す。

@ 

以前出した「南方熊楠特集J7冊セットの中に『品目・|田|の俗語Jヒ『余計|・|の俗伝』があります7う¥これを作五時、わら

べうたマー育った子ヒわらべうたに接しマいない子カ¥わたしの少し下の年令あた'ie、をちんヒ線引をされました。

先人のこヒばを、たヒえ今すぐ意味はわからなくマ老、わたしたちは伝スマ送る義務があるのマはないか、なピ

ヒ改めマ感じマいるのマ・す。

なぜなら、子ピちは子ピ毛ヒしマ、今毛昔毛少、し毛変わっマいないように思えるからマ・す。熊楠毛ハンガリーの

コグーイ也、同じ思いだったに遣いありませ入。

絵エッセイ/松下千恵(わカ、やま絵本の会代表) 絵は絵本「南方熊楠」から


